
鐘紡入社(1984-1989)北陸合繊工場、開発研究所 

1984 年 4 月に鐘紡㈱に入社 

福井県鯖江市にある鐘紡㈱北陸合繊工場に配属 

 

 

当時は鐘紡（現在はカネボウ）の主力であった合成繊維の事業部に配属、合繊の営業をす

ることになる事務系の社員と共に研修。役員の息子が同期にいたり、慶応大出身が大事にさ

れたりして、オヤ？と思うことがあった。 

 

4 月から６月頃までは、ポリエステル繊維を紡糸する現場で３交替勤務をした。１１時か

ら始まって７時に終わる夜勤がきつかった。朝日の中、寄宿舎に帰り工場の食堂でご飯をか

き込む日々。フト、修士の高分子物理の勉強は無駄になるのかと空しくなるときもありまし

た。現場では、段取りよく仕事をすること、気配り、集団の作業の中で与えられた任務を確

実に果たすことが要求された。 

 



 自分で測定したデータに基づいて、ポリエステルの紡糸機の改良を提案したところ、今ま

で、自分を厄介者扱いしていた、現場の監督の扱いが代わった。 

 

 

 

84 年の夏から、中央研究所にあたる鐘紡の開発研究所に配属。導電性高分子を用いた電

池の開発に携わる。基礎研究から、最終的にはプロトタイプをもっての営業までした。新入

社員として参加し、係長職まで関わったこの仕事を通して、技術を評価するのはユーザーで

あり、ユーザーとの接触の中から新しい発想が生まれることを学んだ。この技術営業的発想

は、自分で研究グループを持ったとき大いに役に立った。この写真は白衣であるが、普段は

汗臭い作業着を着て仕事をしていた。 

 

 

 

８６年に京都で行われた合成金属（導電性の有機材料）の国際学会に参加。後ろは、福井



先生とポリアセチレンを合成した白川先生。この時、福井先生はすでにノーベル賞を受賞さ

れていた。後年（２０００年）、白川先生と一緒にノーベル賞を受賞する MacDarmid の隣

でポスター発表をした。この経験と、翌年の海外出張で、「英語で科学や技術の会話を出来

るようになりたい」と痛切に、真剣に考えるようになる。 

 

 

 

 

８７年、直属の上司の矢田課長の代わりに、２人の部長のお供で、フランス、イギリス、

ドイツ、アメリカの電池会社を回り、電池作成のパートナー探しをする。英語でのコミュニ

ケーション能力が仕事をするにあたって、極めて大切であり、必要不可欠であることを痛感

した出張であった。帰ってから、英会話学校に通うことにした。 

 

 

ポリアセン系有機半導体を電極に用いたキャパシターの基礎研究に携わり、５年かけて、実

用化にこぎ付けた。初めて注文が入った時、自分たちが作った電池が搭載された製品を電気

屋で見たときの感動はいまでも忘れることができない。 

 

残念ながら、いまでは鐘紡から離れてしまたった。 

 



私の最初の国際特許 

 

 



その頃の出来事： 

グリコ森永事件、 

日航ジャンボ機の墜落 

ソ連の崩壊が始まる 

（ソ連の共産党議長が短期間に死亡して交代し、最期にはゴルバチョフが出てくる。99 年

にはアフガニスタンから撤退。しかし、ソ連は内部から崩壊しつつあった） 

チェルノブイリ原子力発電事故（ソ連） 

チャレンジャー爆発（アメリカ） 

（この事故調査委員会にアメリカの物理学者 Feynman がメンバーに加わり、後に“What do 

you care what other people think”という本の中で、アメリカ政府や NASAの官僚主義が

原因であり、また、頭の固い官僚やその御用学者をコテンパンにこき下ろしている。この様

な批判ができかつ Feynman をメンバーに入れるアメリカと、それが出来ないソ連の差。日

本はどちらでしょうか？） 

社会党に土井たか子党首 

（しかし、社会党の衰退は止まらずやがて消滅する） 

国鉄民営化・JRスタート 

（殺風景で、まるで工場の中のようであった駅が明るくなり、サービスもよくなった） 

MITの利根川進にノーベル生理学賞 

（抗体の多様性に関する原理を解明） 

消費税の導入 

昭和天皇の死去、昭和が終わり平成が始まる 

サンフランシスコで大地震 

（高速道路の倒れ、ビルが壊れた。この時、多くのテレビで専門家なる人が「日本では起こ

り得ない」と予言していた。思えば、バブル経済が絶頂期にあり、日本は奢り高ぶってい

た。） 

 

会社に入った頃からどんどん景気が良くなり、ボーナスも面白いように上がっていきまし

た。しかし、土地が高騰していき、都心では１億円のマンションが売り出された。マンハッ

タンの歴史あるビルを日本の不動産会社が買ってニュースになっていた。日本の土地の価

値は、アメリカ本土の価格の２倍まで上がる。しかし、これはどう考えておかしく、まさに

実態のないバブル経済に日本中が酔いしれていた。 

 

その頃を思い出す映画 

アマデウス、 

インディ・ジョーンズ、刑事ジョン・ブック、ワーキング・ガール 

（この頃のハリソンフォードが一番好きです） 



ミシシッピー・バーニング、７月４日に生まれて、いまを生きる 

（前から、アメリカ南部の保守性を追及した映画、ベトナム帰還兵の悲劇を扱った反戦映

画、こんな映画が取れるアメリカがすばらしいと思う） 

 

その頃を思い出す歌： 

涙のリクエスト（チェッカーズ） 

雨音はショパンの調べ（小林麻美） 

飾りじゃないのよ涙は（中森明菜） 

 

 

北九大の卒業生へのメッセージ 

会社での生活が始まって数ヶ月たち、「大学の研究室は良かった・・・、会社は面白くない」

とボヤイテいませんか？ 大学では、冷房の効いた部屋で、最新の機械で微量分析をして

いた。会社では、原料の入った重たい紙袋をいくつも担いで、機械にいれ、熱く機械がうる

さい部屋で、作業服を着て、汗まみれになって、試作をしている。入ったばかりなので、機

械の掃除やあとかた付けをさせられる。焦げ付いた金型を何時間もブラシで磨いていると、

大学の M2 で後輩に指導していた自分が懐かしくなる。「会社の技術レベルは低い、大学で

は最先端をしていたのに・・・」とボヤイテいませんか？  

大学は学問としての研究開発をするところであり、教育研究機関です。会社は、営利企業で

す。この違いは、同じ研究でも、方法論や哲学に極めて強く反映されます。原理・原則を追

求する大学の研究になれて親しんできた１年ないし、３年のうちに、あなたの頭に刷り込

まれた方針が、会社の研究の方法に慣れていないだけです。 

会社の研究の根幹は「物つくり」です。新しい製品、世の中が求める材料を、安価に安全に、

大量に安定して作ることが目的です。そして、最終的には、適正な利益を得ることです。 

最低でも３年は会社にいないと、会社の良さは分かってこないと思います。私自身も、会社

に入ってすぐの頃は、悩んだこともありました。「物つくり」の楽しさがわかってくるのは、

自分たちが作った製品が、商品として世の中に流れていくのを体験してからです。 

今悩んでいる人も、最低３年間は、与えられて仕事をこなしていく中で、会社の仕事の進め

方、製品開発の仕方、特許に関する考え方を学んでください。 


